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� はじめに
大学の研究室で行われる教育は，直接対話によるもの

が多い．これは他の多くの企業や研究所の研究室にも
当てはまる．直接対話を行うためには複数の人間が同じ
場所と同じ時間を共有する必要があり，十分なコミュニ
ケーションが行われないことがある．これに対し�������

は，直接対話が持つ時間的 �空間的制約の一部を解放す
るツールである．我々の研究室では，この����の特長
に着目し，�  !年 "月から研究室関係者を対象に����

による研究活動支援を行ってきた．
����を用いた研究活動支援の問題点は，アクセス頻度

が各個人に一任されているために，個人によっては����

上での研究活動に全く参加しないことが起こることであ
る．����を用いた効果的なコミュニケーションを実現
するためには，����のコンテンツを各利用者にとって
魅力的なものとし，多くの利用者が高頻度で����にア
クセスする状況を作る必要がある．
そこで我々は，利用者がどのような目的で����にア

クセスするかを知るために，利用者のアクセス傾向を，
利用者のアクセス頻度別に調べた．

� 利用頻度別アクセス傾向の解析
�  #年 ��月 �"日��  #年 ��月 �#日の $日間にお

いて，�回以上のアクセスを行った ��人の利用者のア
クセスログを解析対象とした．
まず，一日の平均アクセス頻度を基に，利用者を %つ

のグループに分類した．この分類によって，利用者はお
およそ %分の �ずつに分けられた．
� %回以上アクセスする利用者 &高頻度利用者'

� ��%回アクセスする利用者 &中頻度利用者'

� �回未満しかアクセスしない利用者 &低頻度利用者'

次に，����の各ページを作成された目的別に，手動
で以下の !つに分類した．複数の目的を持つページにつ
いては，書かれた内容の傾向を基に，多くの分量を占め
る内容に従って分類している．トップページについては，
各利用者が����にアクセスするときに最初に表示され
るページであるため，別分類とした．
� トップページ &トップ'

� 研究内容に関するページ &研究'

� マシン設定や研究生活に必要な事柄について書かれた
ページ &情報'

�上記以外の私的な内容が書かれたページ &日記 �その他'

以上の分類に基づいてアクセス傾向を調べた結果を表
�に示す．

表 � 利用頻度別のアクセス傾向
利用者分類 トップ 研究 情報 日記 �その他

高頻度利用者 #$%&' #(%)' $*%(' #+%)'

中頻度利用者 ,%*' #)%$' +(%,' ##%)'

低頻度利用者 #+%*' *&%)' +&%$' *$%('

表 �から，どの利用者も「情報」に分類されるページ
を相対的に高頻度で閲覧しており，����は研究室内で
「情報」共有の場として有益な場であると認識されてい
ることがわかる．
また，高頻度利用者は「日記 �その他」に分類される

ページによくアクセスする傾向が見られ，一方，低頻度
利用者は「情報」に分類されるページによくアクセスす
る傾向があった．このことから，必要な「情報」だけを
求めて����にアクセスする低頻度利用者に対して，「研
究」，「日記 �その他」に分類されるページに対してのア
クセス頻度を上げることができれば，����全体に対す
るアクセス頻度の向上が見込めるといえる．

� おわりに
本研究では，����のアクセスログを解析することに

より，高頻度利用者と低頻度利用者のアクセス傾向の違
いを調べ，低頻度利用者のアクセス頻度を向上させるた
めの方策について検討した．
今後の課題として，研究や日記 �その他に分類される

ページを充実させ，低頻度利用者に対してアクセスする
ように働きかけることを挙げる．また，この働きかけの
効果について，数値的評価を行う手法について検討を行
う必要がある．
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